








目的 

 無月経を主訴とする不妊婦人の約 20％が高プロラクチン血症性無排卵婦人であり,その

約 30%に Prolactinoma が発見され,無月経と乳漏を訴え,不妊の原因となっている。

Prolactinoma の治療として,経蝶形骨洞的に腫瘍を摘除する手術療法と,dopamine の

agonist である bromocriptine(Bc)を中心とする薬物療法があり,これらの治療により妊娠,

出産する症例が多数みられるようになった。プロラクチン(PRL)は,乳汁分泌に不可欠なホ

ルモンであるが,高 PRL 血症を示す prolactinoma 症例では産褥期の乳汁分泌にどのような

影響を与えるか,まだ不明な点が多い。今回,4大学で行った調査をもとに,産褥期の乳汁分

泌の良否及び PRL 分泌との関連を各種治療法別に比較検討した。 


